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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 7,756 17.2 1,573 64.7 1,151 220.6

2022年３月期第１四半期 6,613 △21.9 955 311.6 359 107.5

（注）包括利益 2023年３月期第１四半期 △1,751百万円（－％） 2022年３月期第１四半期 1,762百万円（△49.4％）

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 52.90 52.57

2022年３月期第１四半期 16.54 16.45

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 2,307,109 105,645 4.5

2022年３月期 2,348,196 108,146 4.5

（参考）自己資本 2023年３月期第１四半期 105,401百万円 2022年３月期 107,915百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 20.00 － 35.00 55.00

2023年３月期 －

2023年３月期（予想） 141.00 － － －

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（２）連結財政状態

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

（注１）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無
（注２）2023年３月期第２四半期末の配当は特別配当であります。
（注３）当行は、2022年10月３日付で株式会社愛知銀行と共同持株会社設立による経営統合を行う予定であるため、

2023年３月期の期末配当については現時点では未定であります。



（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 1,700 △22.4 800 75.0 36.74

通期 4,200 △30.8 2,800 △24.9 128.59

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期１Ｑ 21,780,058株 2022年３月期 21,780,058株

②  期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 5,325株 2022年３月期 5,150株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 21,774,806株 2022年３月期１Ｑ 21,738,091株

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注１）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

（注２）当行は、関係当局の許認可等を得られることを前提に、2022年10月３日付で、株式移転により共同持株会社を設

立する予定です。業績予想については、現在の当行組織を前提に算定しており、持株会社の業績予想は、改めて

発表する予定です。

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料６ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている事業見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症対策に万全を期し、経済社会活

動の正常化が進む中で、各種政策の効果もあり、企業収益や雇用情勢が持ち直しの動きとなりました。

当地区におきましては、輸出や生産の足踏み状況が続きましたが、個人消費については新型コロナウイルス感染

症の影響を受けつつも、持ち直しの動きとなりました。

金融情勢につきましては、企業等の資金繰り支援と金融市場の安定を維持するため、日本銀行の長短金利操作付

き量的・質的金融緩和の継続などにより、長期金利はプラス0.20％～プラス0.25％の範囲で推移しました。また、

翌日物金利は、マイナス0.05％～0.00％の範囲で推移しました。

このような経済金融情勢の下、当第１四半期連結累計期間の当行グループの連結経営成績は次のとおりとなりま

した。

経常収益は、貸出金利息は減少したものの、国債等債券売却益や株式等売却益の増加などにより、前年同期比11

億43百万円増加の77億56百万円となりました。

経常費用は、人件費および物件費がともに減少したものの、国債等債券売却損の増加などにより、前年同期比５

億24百万円増加の61億82百万円となりました。

その結果、経常利益は前年同期比６億18百万円増加の15億73百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年

同期比７億92百万円増加し、11億51百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産の部では、貸出金は、新型コロナウイルス感染症により影響を受けた法人のお客さまへの資金面でのご支援

を行ったほか、住宅ローンの資金需要に積極的にお応えした結果、前年度末比64百万円増加し、１兆5,495億円と

なりました。また有価証券は、国内債券や外国証券などの増加により、前年度末比162億円増加の4,215億円となり

ました。

負債の部では、預金は、個人、法人のお客さまともに増加した結果、前年度末比206億円増加の１兆8,754億円と

なりました。一方で、日本銀行からの新型コロナウイルス感染症対応金融支援特別オペレーションによる資金調達

を見直した結果、借用金は前年度末比1,294億円減少の1,621億円となりました。

純資産の部は、前年度末比25億円減少の1,056億円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期通期の連結業績予想につきましては、2022年５月11日に公表の数値から変更ありません。

（４）当行と株式会社愛知銀行の経営統合について

当行と株式会社愛知銀行（当行と併せて「両行」といいます。）は、2021年12月10日の基本合意後、両行による

協議・検討を進めた結果、本年５月11日に経営統合契約書を締結し、株式移転計画書を作成のうえ、本年６月24日

に両行がそれぞれ開催した定時株主総会においてご承認をいただきました。

関係当局の許認可等が得られることを前提として、共同株式移転の方式により、2022年10月３日に両行の完全親

会社となる「株式会社あいちフィナンシャルグループ」を設立いたします。

当金融グループは、経営統合によりマーケットシェアの拡大やリソースの追加投入が可能となることを活かし、

安定した営業基盤の拡充や収益力の向上により経営環境の変化に対応するとともに、将来にわたり持続可能なビジ

ネスモデルを構築することで、当金融グループの企業価値を高め、ステークホルダーの期待に応えることを目指し

ております。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 令和３年６月17日。以下「時価

算定会計基準適用指針」といいます。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用

指針第27－2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来に

わたって適用することといたしました。なお、当第１四半期連結累計期間の連結財務諸表に与える影響はありま

せん。

（追加情報）

（株式会社愛知銀行と株式会社中京銀行の共同持株会社設立（共同株式移転）に関する最終契約締結及び株式移転

計画書の作成承認並びに剰余金の配当（特別配当）について）

当行と株式会社愛知銀行（取締役頭取 伊藤行記、以下「愛知銀行」といい、当行と愛知銀行を総称して「両

行」といいます。）は、2021年12月10日に両行間で締結した基本合意書に基づき、2022年５月11日に開催したそ

れぞれ取締役会において、両行の株主総会の承認及び関係当局の許認可等が得られること並びに株式会社三菱

UFJ銀行（以下「三菱UFJ銀行」といいます。）がその保有する当行株式8,534,385株の全てを、当行が実施する

当行株式に対する公開買付け（以下「本自己株公開買付け」といいます。）に応募したうえで本自己株公開買付

けの決済が適法に完了していること等を前提として、共同株式移転の方式により2022年10月3日をもって両行の

完全親会社となる「株式会社あいちフィナンシャルグループ」（以下「共同持株会社」といいます。）を設立す

ること（以下「本株式移転」といいます。）、並びに共同持株会社の概要及び本株式移転の条件等について決議

し、2022年５月11日、両行間で経営統合契約書を締結するとともに、株式移転計画書を共同で作成いたしまし

た。

なお、2022年６月24日に開催された両行の定時株主総会において、株式移転計画は承認可決されました。

詳細は2022年５月11日開示の『株式会社愛知銀行と株式会社中京銀行の共同持株会社設立（共同株式移転）に

関する最終契約締結及び株式移転計画書の作成並びに剰余金の配当（特別配当）について』および2022年６月24

日開示の『定時株主総会の決議結果に関するお知らせ』をご覧ください。

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定につきましては、前連結会計年度の有価証券報告書における

「第５ 経理の状況 １ 連結財務諸表等 （１）連結財務諸表 注記事項 （重要な会計上の見積り） ２．識別した

項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報」に記載した内容から重要な変更はありません。

（重要な後発事象）

（自己株式の公開買付けによる取得について）

当行は、愛知銀行との経営統合の一環として、2022年５月11日において、当行が三菱UFJ銀行からその所有す

る当行の普通株式（以下「当行株式」といいます。）全部を取得する取引に係る応募契約を当行の筆頭株主であ

る三菱UFJ銀行との間で締結いたしました。

また、当行は、2022年６月30日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用

される同法第156条第１項及び当行定款の規定に基づき、当行が自己株式の公開買付け（以下「本公開買付け」

といいます。）を行うこと、並びに公開買付けにおける買付予定数について、8,534,385株とすること及び公開

買付けにおける１株当たりの買付け等の価格は1,195円とすることを決議し、2022年７月１日より本公開買付け

を実施し、2022年８月１日をもって終了いたしました。

なお、本公開買付けの終了をもって、2022年６月30日開催の取締役会の決議に基づく自己株式の取得は終了い

たしました。

この結果、本公開買付けにおいて、三菱UFJ銀行からその所有する当行の普通株式の全てである8,534,385株に

ついて応募があり、当行は、三菱UFJ銀行の応募株式の全部を取得することとなりました。

詳細は、2022年５月11日開示の『自己株式の取得及び自己株式の公開買付けの開始予定に関するお知らせ』、

2022年６月30日開示の『自己株式の取得及び自己株式の公開買付けに関するお知らせ』および本日（2022年８月
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２日）別途開示いたしました『自己株式の公開買付けの結果及び取得終了並びに主要株主、主要株主である筆頭

株主及びその他の関係会社の異動に関するお知らせ』をご覧ください。
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